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因子 1- ∂Z/∂W,分TT+9TJはバ ンド計算には取 ｡入れられていないものであるO我々は
これらの増大因子をUに関する摂動計算に依 り評価することを目指す0
5･. 周期的アンダーソンモデルの変分理論
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をとり,U-… とする｡変分波動関数は singleimpurityproblem の第-近似である
Varma- Yafetの波動関数を格子の場合に自然に拡張した
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となる｡右辺の指数の肩は singleimpurityのときと比べて factor2だけ違 う｡ エネルギ





よってパラメーターを決めるoU-0のときrkが fレベルの位置 ef と混成の大きさVで表
わされることを考えて,電子相関の入-たとき(U- - )は,Ef,Vをくりこまれた Tf,γ












相関によりf電子の局在性が強くなっていることを示 している｡系は metalで Fermi面が
存在し,そこで f電子の分布にとびが現われる｡このとびが小さいのは電子相関の効果である｡
基底状態でのスピン相関を見るためにスピン相関関数の Fourier変換をS,f電子について







のがわかる. f- S相関の q依存性は小さく局所的である｡






















面の近 くでrkが大きくなっているOこ れ は 左 をTf, γで表 わ し たとすると Tfが大きくな′'ヽJ
りVが小さくなっていることに相当する｡f電子の運動量分布を図5に示す｡電子相関の効果
によって Fermi面でのとびが小さくなり,R依存性も小さくなっている｡
帯磁率の計算結果が図6である｡ f電子の帯磁率は Gutzwiller 近似で計算するとかなり
高い 与 で発散するのに対 して,今回の計算では有限のままであるo s電子の帯磁率は小さく,
U-0の時とほとんど変わらないOこれらの結果より特に価数揺動領域では Fermi流体が実
現していると考えられるo軌道縮退が2(スピンも含めて縮重度Nf-4) の帯磁率も図6に
入れてあるo軌道縮退のない場合(Nf-2)に比べて小さくなっていて,この傾向は Rice-
Uedaの結果と consistentである｡
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